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以内での成功率は超音波群ではそれぞれ 76.3％と 91.5％、触知群では 35.6％と 50.8％と超音波群の方が有意に






は超音波法で5.1％、触知法で25.4％と有意に超音波法で低かった(P = 0.002)。 
 今回の研究では、乳幼児や小児の動脈カテーテル留置において超音波法を用いることで、有意に成功率を上げ、
穿刺時間を短縮し、穿刺回数を減少させた。先行論文と比較すると月齢中央値18.4カ月というより小さな児を対
象としたが、結果として小さい月齢の児の方がより超音波法は有効であると考えられた。また、Ganesh らの報
告では、超音波法および触知法での初回成功率は13.9％と13.8％であったが、穿刺施行者は超音波ガイド下動脈
穿刺を 10 回以上行ったことのあるものはいなかったとしており、穿刺施行者の超音波法の経験が影響したと考
えられた。このことから、超音波法、特にリアルタイム法では、予め超音波ガイド下穿刺をトレーニングし、慣
れ親しんでおくことが小児の穿刺において必要と考えられた。今回、動脈を同定するまでの検索時間が有意に短
かったことも注目すべきである。小児の動脈は細く、また血圧が低いため、正確な動脈の位置を同定することが
難しいが、今回の研究で超音波を用いることで触知困難な場合でも動脈の位置を同定しやすくできることが示さ
れた。先行論文では、検索時間が同等もしくは超音波法の方が長い傾向があるとあったが、これは対象月齢の違
いや穿刺時間の定義の違いからくるものと考えられた。また、今回触知法で挿入できなかった症例に対し、超音
波法を用いることで穿刺を成功したが、Shiverらの報告でも成人の触知法で穿刺困難だった症例に対し超音波法
で穿刺可能であったとあり、今後このように穿刺困難症例の有効な代替法となりうると考えられる。 
 今回の我々の研究において、乳幼児を対象する動脈カテーテル留置では、超音波ガイド下での穿刺が、従来の
触知法との比較において、有意に血腫の発生率が低く、かつ穿刺時間も短く、成功率も高いことが示された。従
って、乳幼児における動脈カテーテル留置は、超音波ガイド下で行うことが望ましいとの結論を得た。 
